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取扱説明書
この度は、パールドラムをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

お使いになる前に、この取扱説明書をご覧下さい。

PEARL DRUMS

-MDT-

ドラムセット完成参考図
※スタンドとシンバルはオプションでセットには含まれておりません。



図2

図1（フロント側）

バスドラムの組み立て
バスドラムはシェル、バスドラムフープ、ヘッドとパーツが別々
に梱包されていますので、下記の順で組み立ててください。

図4（打面側）
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ヒント
フロント側には切込みがないバスドラムフープをご使用ください。

注意

シェルをフロント側（バスドラムスパーの付いている方）を
上にして床に置き、Pearl ロゴのあるフロントヘッドをかぶせ、
バスドラムフープを平らな方を下にしてのせます ( 図 1)。

1.

シェルの反対側 ( 打面側 ) を上にして、フロント側同様
にヘッドとバスドラムフープをシェルに乗せます。バ
スドラムフープは切込みがクランププレートベースと
同じ位置にくるように向きを調整してください ( 図 3)。
バスドラムフープの位置が決まりましたら、フロント
側と同じ手順でテンションボルトをフックに通してラ
グに取り付けてください ( 図 4)。

3.

クランププレートベースにペダルクランププレートを図の
向きで差し込み、ウイングボルトで固定します。バスドラ
ムスパーはウイングナットをゆるめ図 6 の位置にくるよう
に回転し、ウイングナットを締めて固定します。次にウイ
ングボルトをゆるめスパーを伸ばします。左右のスパー
が同じ長さになるよう調整して、ウイングボルトを締めて
固定します。バスドラムスパーは床とのズレを防止する剣
先を装備しています。必要に応じてロックナットとラバー
チップを時計方向に回して剣先を出してください。( 図 5)。

3.

テンションボルトをフックに通しラグにねじ込みます ( 図
2)。指先で 2~3 回締めたあと、付属のチューニングキー
を使って締めつけます ( 図 2)。
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ケガの恐れがありますので剣先をご使用の際は取扱いに十分ご注意
ください。また、剣先を出してのご使用は床を傷つける場合があり
ますので、厚手のカーペット等の使用をおすすめいたします。



タムホルダー

図8

タムタムのセッティング
タムホルダーをバスドラムのタムホルダーベースに差し込
み、タムホルダーベースのウイングナットを締めて固定しま
す。次にタムホルダーのウイングナットをゆるめて調整し、
角度が決まりましたらウイングナットをしっかりと締めます。
続いてタムタムをタムホルダーのパイプに取り付け、タムタ
ムのマウントのウイングナットを締めて固定します。演奏し
やすい位置にタムホルダーの高さ、角度を調整してください
( 図 7)。

ドラムペダルのセッティング
バスドラムを図 6 のようにたてて、お手持ちのペダルをペダ
ルクランププレートに取り付けてください。必要に応じてス
パーとペダルクランププレートの高さを調整してください。
その際、バスドラムが倒れないように片方の手で支えてくだ
さい。調整が終わりましたらスパーとバスドラムブラケット
のウイングボルト、ペダルクランププレートのストップロック
がしっかりと締まっていることをご確認ください ( 図 6)。

図6

図7

ペダルクランププレート

ヒント
タムホルダーには回転、ズレ防止のためのリングストッパーが付い
ています。タムタムの位置が決まりましたら、リングストッパーをそ
れぞれタムホルダーベースとタムタムのマウントにあるみぞにはめ
込み、付属のチューニングキーを使ってキーボルトを締めて固定し
てください ( 図 8)。
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※各スタンドのセッティングポジションは " ドラムセット完成
参考図 " を参照してください。

※ドラムペダルとハイハットスタンドはそれぞれのマニュア
ルをご参照ください。

演奏の前に各スタンド、ドラム、パーツのウイングナット、
ウイングボルト、キーボルト等がしっかり締まっていること
をご確認ください。

フロアタムの組み立て
フロアタムはシェル、スチールフープ、ヘッドとフロアタムレッ
グが別々に梱包されていますので、下記の順で組み立ててく
ださい。

シェルを図 9 のように打面側を上にして床に置き、ヘッ
ドをかぶせ、その上にスチールフープをのせます。

1.

スチールフープにテンションボルトを通し、ラグにねじ込
みます。指先で 2～3 回締めたあと、付属のチューニン
グキーを使って締めつけます。

2.

ボトム側も同じ手順でヘッドとスチールフープを取り付け
ます。

3.

〒276-0034 千葉県八千代市八千代台西10-2-1 電話：047-484-9111（代表）
〒276-0046 千葉県八千代市大和田新田593-1 電話：047-450-1090（テクニカルサポート）

http://www.pearlgakki.com
製品改良のため予告なくデザイン・仕様を変更する場合がありますので御了承下さい。
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フロアタムレッグをレッグブラケットに差し込みます。フ
ロアタムがお好みの高さ・角度になるよう調節し、ウイ
ングボルトを締めて固定します ( 図 10)。
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パール楽器製造株式会社


